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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 1 0 月 2 5 日 ( 2 0 2 3 . 1 0 . 2 5 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 1 6 3 6 1 8
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 5 7 8 3 9 2 ( P 2 0 2 2 - 5 7 8 3 9 2 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 1 3 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 1 3 3 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 1 3 4 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 3 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 0 5 8 7 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 0 5 6 6 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 6 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 0 5 2 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 1 3 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 1 3 3 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 1 3 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 3 6 　 　 　 Ｅ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 0 5 8 7 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 0 5 6 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 6 2 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 0 5 2 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 7 月 1 8 日 ( 2 0 2 3 . 7 . 1 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 巻 内 端 部 ４ ２ ａ に お け る 固 体 電 解 質 の 含 有 率 は 、 負 極 活 物 質 の 質 量 に 対 し て 、 １ 質 量 ％  
～ １ ５ 質 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 電 池 容 量 を 維 持 し つ つ 、 電 池 の 充 放 電  
サ イ ク ル 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ［ 負 極 の 作 製 ］
　 負 極 活 物 質 と し て は 、 平 均 粒 子 径 （ Ｄ ５ ０ ） が ２ ０ μ ｍ の 黒 鉛 と 、 Ｄ ５ ０ が ５ μ ｍ の Ｓ  
ｉ Ｏ を 用 い た 。 ま た 、 固 体 電 解 質 と し て は 、 Ｄ ５ ０ が １ μ ｍ の Ｌ ｉ ７ Ｌ ａ ３ Ｚ ｒ ２ Ｏ １ ２
（ Ｌ Ｌ Ｚ ） を 用 い た 。 ９ ５ 質 量 部 の 黒 鉛 と 、 ５ 質 量 部 の Ｓ ｉ Ｏ と 、 １ ０ 質 量 部 の Ｌ Ｌ Ｚ と  
、 １ 質 量 部 の カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス （ Ｃ Ｍ Ｃ ） と 、 １ 質 量 部 の ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン  
ゴ ム （ Ｓ Ｂ Ｒ ） と を 混 合 し 、 水 を 適 量 加 え て 、 第 １ の 負 極 合 剤 ス ラ リ ー を 調 製 し た 。 ま た  
、 ９ ５ 質 量 部 の 黒 鉛 と 、 ５ 質 量 部 の Ｓ ｉ Ｏ と 、 １ 質 量 部 の Ｃ Ｍ Ｃ と 、 １ 質 量 部 の Ｓ Ｂ Ｒ と  
を 混 合 し 、 水 を 適 量 加 え て 、 第 ２ の 負 極 合 剤 ス ラ リ ー を 調 製 し た 。 次 に 、 第 １ の 負 極 合 剤  
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ス ラ リ ー 及 び 第 ２ の 負 極 合 剤 ス ラ リ ー を 多 層 ダ イ コ ー タ ー に セ ッ ト し て 、 銅 箔 か ら な る 帯  
状 の 負 極 集 電 体 の 両 面 に 同 様 に 巻 内 端 部 か ら 巻 外 端 部 に か け て 、 第 １ の 負 極 合 剤 ス ラ リ ー  
と 第 ２ の 負 極 合 剤 ス ラ リ ー の 混 合 比 を １ ： ０ か ら ０ ： １ ま で 連 続 的 に 変 化 さ せ つ つ 塗 布 し  
、 そ の 後 に 塗 膜 を 乾 燥 さ せ た 。 ロ ー ラ ー を 用 い て 乾 燥 し た 塗 膜 を 圧 延 し た 後 、 所 定 の 極 板  
サ イ ズ に 切 断 し 、 負 極 集 電 体 の 両 面 に 負 極 合 剤 層 が 形 成 さ れ た 負 極 を 作 製 し た 。 巻 内 端 部  
に 合 剤 層 が 存 在 せ ず 集 電 体 表 面 が 露 出 し た 負 極 露 出 部 を 設 け 、 ニ ッ ケ ル 製 の 負 極 リ ー ド を  
負 極 露 出 部 に 溶 接 し た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ［ 電 解 質 の 調 製 ］
　 エ チ レ ン カ ー ボ ネ ー ト （ Ｅ Ｃ ） と 、 ジ メ チ ル カ ー ボ ネ ー ト （ Ｄ Ｍ Ｃ ） と か ら な る 混 合 溶  
媒 （ 体 積 比 で Ｅ Ｃ ： Ｄ Ｍ Ｃ ＝ １ ： ３ ） の １ ０ ０ 質 量 部 に 、 ビ ニ レ ン カ ー ボ ネ ー ト （ Ｖ Ｃ ）  
を ５ 質 量 部 添 加 し た 。 当 該 混 合 溶 媒 に １ モ ル ／ Ｌ の 濃 度 に な る よ う に Ｌ ｉ Ｐ Ｆ ６ を 溶 解 さ  
せ て 、 電 解 質 を 調 製 し た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ ０   二 次 電 池 、 １ １   正 極 、 １ ２   負 極 、 １ ３   セ パ レ ー タ 、 １ ４   電 極 体 、 １ ５   
外 装 体 、 １ ６   封 口 体 、 １ ７ ， １ ８   絶 縁 板 、 １ ９   正 極 リ ー ド 、 ２ ０   負 極 リ ー ド 、 ２  
１   溝 入 部 、 ２ ２   フ ィ ル タ 、 ２ ３   下 弁 体 、 ２ ４   絶 縁 部 材 、 ２ ５   上 弁 体 、 ２ ６   キ  
ャ ッ プ 、 ２ ６ ａ   開 口 部 、 ２ ７   ガ ス ケ ッ ト 、 ２ ８   巻 回 軸 、 ３ ０   正 極 集 電 体 、 ３ ２   
正 極 合 剤 層 、 ３ ４   正 極 露 出 部 、 ４ ０   負 極 集 電 体 、 ４ ２   負 極 合 剤 層 、 ４ ２ ａ   巻 内 端  
部 、 ４ ２ ｂ   巻 外 端 部 、 ４ ４   負 極 露 出 部
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